
図 面 番 号

縮尺図面名

工事名
課　　長 課長補佐 担当者２９ 建築整備係長

帯広畜産大学施設課平成

年度

１

A1：1/3,000

A3：1/6,000
特記仕様書・配置図

Ｎ

３

帯広畜産大学原虫病研究センター他屋上防水改修工事

工 事 名 称

完 成 期 限

工 事 場 所

工事の種類・　

規模等

模 様 替 内 容

改修延べ面積計

延 べ 面 積 計

改 修 延 べ 面 積

延 べ 面 積

建 築 面 積

構 造 ・ 階 数

工 種

棟 名 称

※（　　 ）の数値は、当該既設建物の面積とする。

総 則 １．この工事の受注者は，国立大学法人　　　　　　工事請負契約基準，現場説明書，帯広畜産大学

１ ２

３，（１）施工体制台帳の提出及びその内容のヒアリング

２．特記仕様書の適用方法

(5) 左欄の< >，《 》内の数値は，下記の該当番号を示す。

　承諾を受ける。

　同等以上のものとする。ただし，同等以上のものとする場合は，監督職員の

(4) 特記された材料，製造所，製品名，施工業者等の取扱いは，特記されたもの又は

(1) ・印で始まる事項及び表中の・印の事項は，○印の付した事項のみ適用する。

(3) 表中の数字，文字又は記号を記入する事項は，記入してある事項のみ適用する。

(2) 　　　　 で抹消した章及び項目の当該特記事項は，すべて適用しない。

平成28年版（　　　　　）及び工事写真撮影要領に基づき工事を施工する。

  < > 　－公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)（　　　　　）平成28年版

 《 》　－文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)（　　　　　）平成25年版

建築基準法に基づき定められた区分等

       ０基 づ き 定 め ら

建 築 基 準 法 に

積雪区分　　建告示第1455号 別表

地表面粗度区分　　・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳれ た 区 分 等

風速　　Ｖ ＝ 　　   ｍ/ｓ３０

（八）

2) 使用箇所（　　　　　　　　　　）

   督職員と協議する。

再生資源化を図るもの

3) 搬出に先立ち搬出計画書を作成し監督職員に提出する。

4) 日々の搬出量等を取りまとめた土砂等搬出調書を作成し，監督職員に提出する。

5) 工事発注後に明らかになった事情により，上記の指定によりがたい場合は，監

現場において再利用を図るもの

施 工 条 件

<1.3.5>

この工事現場では，次の施工条件による

<1.3.8>

発生材の処理等

3) 集積場所（　　　　　　　　　　）

1) 品　　名（　　　　　　　　　　）  2) 引渡し先(　　　　　　　　　　)

引渡を要するもの

金属くず 帯広畜産大学施設課

構内発生材置場

笠木・腰水切り・防水押え金物1) 品　　名（　　　　　　　　　　　　　　　）

図示

1) 品名（　　　　　　　　）  2) 受入場所（　　　　　　　　　　　　　　　　)

建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書

工 事 概 要

北海道帯広市稲田町西２線１３番地・１５番地・西３線１４番地 他（帯広畜産大学構内）

屋上防水改修 屋上防水改修 屋上防水改修

特記仕様書    枚，図面    枚，公共建築改修工事標仕様書（統一基準）（建築工事偏）

　　「低入札価格調査対象工事に係る特別重点調査の試行について」（平成21年3月31日

　　大臣官房文教施設企画部長通知）に基づく特別重点調査を受けた者と契約した

　　場合においては施工体制台帳の提出に際して、その内容のヒアリングを発注者から

　（２）施工計画書の内容のヒアリング

　　「低入札価格調査対象工事に係る特別重点調査の試行について」（平成21年3月31日

　　「建設工事の請負契約に係る指名停止等の措置要領」別表第一第３号に該当する

　　ことがある。

　　大臣官房文教施設企画部長通知）に基づく特別重点調査を受けた者と契約した場合に

　　おいては仕様書に基づく施工計画の提出に際して、その内容のヒアリングを発注者

　　求められたときは、受注者の支店長又は営業所長等は応じなければならない。

　　から求められたときは受注者の支店長又は営業所長等は応じなければならない。

　　　なお、受注者が（１）及び（２）に違反して、ヒアリングに応じなかった場合には

１．解体に際しては、「騒音規制法」、「振動規制法」の法令等に従うほか、

　　公害防止に適切な工法及び養生方法により作業を行う事。

　　振動・騒音・粉塵に対して特段の配慮をした工法を採用する事とし監督職員の了承を

　　受ける事。

２．工事中も建物を使用し続けるので、使用者への安全対策・防水撤去後の漏水対策を

　　しっかり行う事。

１編　　総　　　　則

１章　　一　般　共　通　事　項

一 般 特 記 事 項

仕上塗材

４章　　外　壁　改　修　工　事

・

寸 法(mm)

釉薬 色

な
　
し

・ ・・

施工箇 所 無
　
釉

・
施　　　　　工

あ
　
り

陶
　
器

特
　
注

・

役物

・・

工 法

工 法 名

タ　　イ　　ル

磁
　
器

施
　
釉

タイルの形状、寸法、きじの質及び工法等

せ
っ
器

生地
形 状　　

・

標
　
準

(11.3.3)

(11.2.1)

・

※外部に施工する場合は耐凍割性タイルとする。

外壁 二丁掛け
標準品

（既存タイル合わせ）

製造所・製品名

密着

種 類 呼 び 名 仕上げの形状

 ・複層仕上塗材

 　・つやあり　・つやなし　・メタリック

 　・溶剤系　・弱溶剤系　・水系

 　触媒

 ・防水形複層塗材ＲＳ

 ・防水形複層塗材ＲＥ

 ・防水形複層塗材Ｅ

 ・防水形複層塗材ＣＥ

 ・可とう形複層塗材ＣＥ

 　外観

 　・アクリルシリコン系　・ふっ素系

 　・ポリウレタン系

 　・アクリル系　・シリカ

 　樹脂

 上塗り材の種類

 ・耐候形１種　・耐候形２種

 耐候性

 ・吹付け　・ローラー塗り

 工法

 ・ゆず肌状　・凹凸模様　・凸部処理

 仕上げの形状

 ・複層塗材ＲＥ

 ・複層塗材Ｅ

 ・複層塗材Ｓｉ

 ・複層塗材ＣＥ

     

     

仕 上 塗 材

施工箇所（手すり，タラップ，建具以外）種 類

・ＨＬ程度

ス テ ン レ ス の

表 面 仕 上 げ
吐水口

     －

種 別 種 類 施工箇所（成形版，笠木，建具以外）

・Ｄ種

・Ｃ－２種（着色）

・Ｃ－１種（無着色）

・Ｂ－２種（着色）

・Ｂ－１種（無着色）

・Ａ－２種（着色）

・Ａ－１種（無着色） ・AA15 ・　

・AA15 ・　

・Ｂ　 ・　

・Ｂ　 ・　

・AA6  ・　

・AA6  ・　

陽極酸化皮膜の着色方法　　・二次電解着色　　・三次電解着色

ア ル ミ ニ ウ ム

及 び ア ル ミ

ニ ウ ム 合 金 の

表 面 処 理 笠木・ＥＸＰ．Ｊ・水切り・防水押え金物

・陸屋根用（・縦型　・横型）

・バルコニー用

・バルコニー中継用

ルーフドレン

防水下地，寸法等種 別
材　　　　　料

〈3.8.2〉

手すり及びタラップ

種 類 種 別 表面処理の種別

・ステンレス製

　ＳＵＳ３０４

・鋼製

・Ｂ－１

・塗装

・ＨＬ程度　　・№２Ｂ程度

・　

・アルミ製

金属くず集積場所

配置図 S=1/3000

凡　例

　－　既設建物

　－　金属くず集積場所

　－　屋上防水改修建物

かしわプラザ

合宿棟

体育館

大学生協

地域連携推進センター

学生寄宿舎

国際交流会館Ⅱ
国際交流会館Ⅰ

講堂

総合研究棟Ⅱ号館

総合研究棟Ⅲ号館 総合研究棟Ⅳ号館

本部棟

正門至 帯広 至 川西

武道場

病態診断棟

動物・食品検査診断センター

産業動物飼育棟

松尾記念温室棟

食品加工実習施設

農畜産資源循環研究棟

厩舎

職員宿舎

図書館

講義棟

サークル棟

情報処理センター

農業機械実験実習棟

土木工学実験室

排水工学実験室
野球場

テニスコート

アメリカンフットボール場

ラグビー場

サッカー場

総合研究棟Ⅰ号館

原虫病研究センター

伴侶動物研究棟

解剖教育研究棟

及 び 行 程

改修工法の種類

〈3.1.4〉

ル ー フ ド レ ン

〈3.2.5〉

回 り の 処 理

改修ドレン　　・設ける　　・設けない

シーリング改修工法の種類　　　　　　　　　　　　工法シーリング再充填工法

防水改修工法の種類　　　　　　　　　　　　　　　工法

改質アスファルトシート防水層の材料

　・露出単層防水用Ｒ種

　下層用

　・4.0以上

　・ 

材 質

　・3.0以上

　・2.5以上

　上層用

　・　　

　・ 

　・非露出複層防水用Ｒ種

　・ 　・　　

　・露出複層防水用Ｒ種

〈3.4.2〉

材　　　　　料 厚さ(mm)

・ＡＳ－１

・ＡＳ－２

塗膜防水の防水層の種別

種 別 及 び 工 程

〈3.6.3〉

種 別

種 別 施 工 箇 所

Ｘ－２（密着工法） 図示

３章　　防　水　改　修　工　事

関係法令に従い適切に処分するもの

貸与する設計図のCADデータ著作者名：　　              　ファイル形式：　　　　　帯広畜産大学施設課 ＪＷＷ

保全に関する資料　　提出部数　　　部

＜1.8.3＞

保全に

　　関する資料

貸与条件：貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は完成図の作成のため以外

に使用しないこと。
・ＣＤ-Ｒ提出方法：

なお，完成写真には撮影方向等を明示した配置図，平面図を添付する。

完成写真はキャビネ版でファイルし，表紙に工事名称等を記入する。

１工事写真帳は(　・紙媒体　　・電子媒体　)で　　　部提出する。

本工事は、次の書類について電子納品の対象とする。 ・完成図

完成図　　提出部数　　　部

種 類 記 入 内 容

完成図の種類及び記入内容は次による。

完成後提出する完成図等の種類及び提出部数は、次による。

２

完成図

完成図 各施工図一式

意匠一式

完 成 図

<1.8.2>

員の立会いを受ける。

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工事段階及び事項については、監督職<1.6.7>

施工の立会い等

施 工 の 検 査 等

<1.6.5>

次について検査を行う。

・

工 種 技 能 検 定 の 職 種

・防水施工防水工事

タイル工事 ・タイル張り

金属工事

・左　　官左官工事

屋根･とい工事

塗装工事 ・塗　　装

・金物施工

・建築板金

施工の確認及び報告を行う工程 備 考

既存防水材、下地材の撤去

防水層施工前の下地

一工程の施工の

確 認 及 び 報 告

<1.6.4>

<1.6.2>

技 能 士

完成図の様式等は次による。

：青焼製本（Ａ３縮小）

：Ａ１版ＣＡＤデータ（ＰＤＦ及びＪＷＷ又はＤＸＦとしＣＤ-Ｒに記録）原図サイズ

作 成 方 法

3) 搬出に先立ち搬出計画書を作成し監督職員に提出する。

   督職員と協議する。

5) 工事発注後に明らかになった事情により，上記の指定によりがたい場合は，監

4) 日々の搬出量等を取りまとめた土砂等搬出調書を作成し，監督職員に提出する。

1) 品名（　　　　　　　　　　）アスファルト系防水

2) 受入場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）帯広市西24条北4丁目5-4　㈱北海道エコシス 

3) 搬出に先立ち搬出計画書を作成し監督職員に提出する。

5) 工事発注後に明らかになった事情により，上記の指定によりがたい場合は，監

4) 日々の搬出量等を取りまとめた土砂等搬出調書を作成し，監督職員に提出する。

1) 品名（　　　　　　　　　　）

2) 受入場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）帯広市空港南町南11線西32番3　山口重機(有)

上記以外

   督職員と協議する。

3) 搬出に先立ち搬出計画書を作成し監督職員に提出する。

   督職員と協議する。

5) 工事発注後に明らかになった事情により，上記の指定によりがたい場合は，監

1) 品名（　　　　　　　　　　）

2) 受入場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4) 日々の搬出量等を取りまとめた土砂等搬出調書を作成し，監督職員に提出する。

廃プラ（シート防水）

帯広市西20条北4丁目2番地　㈱ＤＩＳＰＯ

　・ 各メーカーの仕様による（カラー品：緑）

（５，３８８㎡）

見本焼き　　・行う　　・行わない

試験張り　　・行う　　・行わない

既存外壁タイル浮き調査　　・行う（L=128ｍｘH=5ｍ）　・行わない

帯広畜産大学原虫病研究センター他屋上防水改修工事

平成３０年１月３１日（水曜日）

原虫病研究センター

改　修

Ｒ４

（１，２８２㎡）

（３，１１８㎡）

伴侶動物研究棟

改　修

Ｒ２

（１，７５７㎡）

（２，２７０㎡）

５３２㎡５０４㎡

Ｒ１

改　修

解剖教育研究棟

Ｍ３ＡＳ

タ ラ ッ プ

背カゴ

ハシゴ本体

３４９㎡

１，３８５㎡



図 面 番 号

縮尺図面名

工事名
課　　長 課長補佐 担当者２９ 建築整備係長

伴侶動物研究棟・解剖教育研究棟
屋上防水改修図

帯広畜産大学施設課平成

年度

既設のままを示す

改修部分を示す
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A3：1/20・200・400
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帯広畜産大学原虫病研究センター他屋上防水改修工事
３

280

100

1,000

伴侶動物研究棟・解剖教育研究棟　屋根伏図 S=1/200
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【GL+9,600】

【GL+4,430】

【GL+8,400】

【GL+6,130】

【GL+4,430】

【GL+8,400】

屋上

Ｄ

：防水改修範囲を示す

Ａ

【GL+4,600】 【GL+4,600】

【GL+6,500】

6001,650 1,650

2,850

1,650 1,650

【GL+5,400】

600

3
,
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0
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Ｄ

6
,
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0
0

950950

G

G
G

G

Ａ

【屋根伏図・凡例】

：既設 シート防水 t1.2撤去の上 ：既設 改質アスファルトシート防水 t4.0撤去の上

カラー砂付き改質アスファルトシート防水新設を示すカラー砂付き改質アスファルトシート防水新設を示す

庇伏図 S=1/100

G

Ａ

Ａ 【GL+5,400】

Ａ

Ａ
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3
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1
,
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0
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1,950x2,900

▽GL+4,600

▽GL+6,500

排気塔

ケラバ：カラー鋼板加工 t0.35・脱着

折版屋根：カラー鋼板 t0.8・脱着
:ブラケット

:木梁 105x105

:木梁 105x150

水切り：カラー鋼板加工 t0.35・脱着

屋上

排気塔

室外機

屋上

屋上

屋上

EXP.J

EXP.J

EXP.J

EXP.J

RD

屋根

ﾊﾞﾙｺﾆｰ
屋上

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ＯＰＥＮ

RD
屋上

RD

庇

庇 2,850x3,600・脱着

防水保護マット撤去・新設
W=1,000

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ
1,050Φ

庇 2,850x3,600・脱着
【GL+5,400】

※脱着ｘ２カ所を見込む

パラペット H=900

※既設防水層撤去後、コンクリート薄塗り補修材ケレン清掃の上

1
,
5
0
0

4
2
0

▽GL+4,600

シート防水 t1.2撤去の上

シート防水 t1.2撤去の上

Ａ断面詳細図 S=1/10

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

180

2
0
0

3
0

100

7
0

▽GL+3,600

Ｂ断面詳細図 S=1/10

改質アスファルトシート防水 t4.0撤去の上

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

改質アスファルトシート防水 t4.0撤去の上

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

Ｌ型アルミ製笠木・脱着

1
1
0

3
0
0

W=1,000

▽GL+4,600

アルミ製腰水切り H=110・脱着

アルミ製受け金物・脱着

シート防水 t1.2撤去の上

アルミ製押え金物 H=30・脱着

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

※ｺﾝｸﾘｰﾄ薄塗り補修材ｹﾚﾝ清掃の上

シート防水 t1.2撤去の上

Ｃ断面詳細図 S=1/10

1
4
0

2
4
0

3
8
0トップライト

80
300

Ｆ断面詳細図 S=1/10

シート防水 t1.2撤去の上

カラーウレタン防水(X-2)・新設

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

▽GL+4,600

カラーウレタン防水(X-2)・新設 W=300重ね

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設の上

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水ｳﾚﾀﾝ防水

3
0

3
0

シート防水 t1.2撤去の上

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

2,500x3,450

アルミ製押え金物

H=30・脱着 防水形複層塗材 上塗材 W=100・新設

Ｅ断面詳細図 S=1/10

アルミ製押え金物
H=30・脱着

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

シート防水 t1.2撤去の上

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

シート防水 t1.2撤去の上

新設目地：コンクリートカッター入れ

ｳﾚﾀﾝ防水

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水

125 125800Φ

1,050Φ

6
5
0

4
5
0

600x600

1
1
0

1
,
1
0
0

排気塔

Ｇ断面詳細図 S=1/10

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

シート防水 t1.2撤去の上

▽GL+4,600

シート防水 t1.2撤去の上

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水

ｳﾚﾀﾝ防水

アルミ製腰水切り H=110・脱着

1
0
0

カラーウレタン防水(X-2)・新設

130

1
2
0

200 7575

180

9
0
0

3
0

100 150 100

1
0
0

3
8
0

新設目地：コンクリートカッター入れ

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

シート防水 t1.2撤去の上

3
0

30

▽GL+4,600

3
0
0

コンクリートハツリ出し t30の上

ポリマーセメントモルタル成型 t30
（端部：コンクリートカッター入れ）

アルミ製押え金物 H=30・脱着

カラーウレタン防水(X-2)・新設

アルミ製笠木 W=180・脱着

アルミ製笠木 W=180・脱着

150 100

1
2
0

3
0
0

75

9
0
0

▽GL+4,600

▽GL+5,400

水切り：カラー鋼板加工 t0.35・脱着折版屋根：カラー鋼板 t0.8・脱着

木梁・脱着

ブラケット・脱着

Ｄ断面詳細図 S=1/10

新設目地：コンクリートカッター入れ

3
0

4
8
0

30

カラーウレタン防水(X-2)・新設

カラーウレタン防水(X-2)・新設

ポリマーセメントモルタル成型 t30
（端部：コンクリートカッター入れ）
コンクリートハツリ出し t30の上

ｳﾚﾀﾝ防水
ｳﾚﾀﾝ防水

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水

ｳﾚﾀﾝ防水

アルミ製笠木
W=180・脱着

アルミ製押え金物 H=30・脱着

シート防水 t1.2撤去の上

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

：既設 アルミ製腰水切り・アルミ製防水押え金物脱着を示す
シーリング（MS-2 20x10）撤去・復旧を見込む

Ｎ

RD

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ
H=900

排気塔
【GL+6,500】

（上蓋脱着･塗装）（上蓋脱着･塗装） （上蓋脱着･塗装） （上蓋脱着･塗装）
（上蓋脱着･塗装）

ステンレス製枠・既設のまま

600x600
排気塔

Ｇ

2,500

脱
ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ
H=900

脱脱 脱 脱 脱

Ｃ

脱 脱 脱

脱 脱 脱

脱

屋根
【GL+3,600】

脱 ：ステンレス製脱気装置 新設を示す

伴侶動物研究棟解剖教育研究棟

防水保護マット W=1,000撤去の上

防水保護マット W=1,000新設
（改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水 3重張り）

複層塗材撤去（サンダー工法）の上

複層塗材撤去 H=100
（サンダー工法） 笠：鋼板包み t0.35撤去の上

：シーリング（MS-2 20x10）撤去・復旧を示す

：コーチング新設を示す

：シーリング（MS-2 20x10）新設を示す新

新 新

新

新

※ｺﾝｸﾘｰﾄ薄塗り補修材ｹﾚﾝ清掃の上、平面のみ仮防水（ｾﾒﾝﾄ系下地調整材）

平面のみ仮防水（ｾﾒﾝﾄ系下地調整材）

※平面のみ仮防水（ｾﾒﾝﾄ系下地調整材）

平面のみ仮防水（セメント系下地調整材）

※既設防水層撤去後、平面のみ仮防水（セメント系下地調整材）

シート防水 t1.2撤去の上

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

※ｺﾝｸﾘｰﾄ薄塗り補修材ｹﾚﾝ清掃の上、平面のみ仮防水（ｾﾒﾝﾄ系下地調整材）

※ｺﾝｸﾘｰﾄ薄塗り補修材ｹﾚﾝ清掃の上
平面のみ仮防水（ｾﾒﾝﾄ系下地調整材）

※ｺﾝｸﾘｰﾄ薄塗り補修材ｹﾚﾝ清掃の上、平面のみ仮防水（ｾﾒﾝﾄ系下地調整材）
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原虫病研究センター　屋根伏図 S=1/200
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Ｂ
【GL+8,500】

【GL+4,430】

【GL+19,800】
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【GL+12,500】

【GL+12,500】

【GL+12,500】

【GL+12,500】

【GL+16,100】

【GL+8,500】

【GL+12,500】

：防水改修範囲を示す
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【屋根伏図・凡例】

庇
煙突

庇

屋上

ＯＰＥＮ

RD

RD屋上

屋上RDRD
屋上

屋上

RD

庇

EXP.J

RD
屋上

EXP.J

屋上

RD

RD

RD

屋上

屋上

RD
屋上

RD RD

屋上

庇

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ 1,200x1,200

：既設 シート防水 t1.2撤去の上

カラー砂付き改質アスファルトシート防水新設を示す

：既設 アルミ製腰水切り・アルミ製防水押え金物脱着を示す
シーリング（MS-2 20x10）撤去・復旧を見込む 〇シーリング（MS-2 20x10）撤去・復旧

：既設 外壁化粧ボーダー改修を示す

東側立面図 S=1/200

4
8
0

225

▽GL+8,500

アルミ製笠木 W=225・脱着
シート防水 t1.2撤去の上

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

Ａ断面詳細図 S=1/10

外壁EXP.J(1H耐火)：アルミ製 ｸﾘｱｰ150・脱着（防水シート交換）

120 120100

150

防水シート交換

Ｈ断面詳細図 S=1/10

外壁EXP.J(1H耐火)：アルミ製 ｸﾘｱｰ150・脱着

シート防水 t1.2撤去の上

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

5
0
0

3
0
0

220

1
,
0
0
0

▽GL+8,500 Ｄ断面詳細図 S=1/10

シート防水 t1.2撤去の上
カラー砂付き改質アスファルト

シート防水・新設

アルミ製押え金物 H=30・脱着

トップライト

シート防水 t1.2撤去の上

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

Ｎ

（上蓋脱着･塗装）
RD

RD
（上蓋脱着･塗装）

1
,
0
0
0

Ｅ

1,000

Ｆ アルミ製枠・既設のまま

アルミ製パネル・既設のまま

1,200x1,200

2
0
0

▽GL+4,430～3,430

6
0

2
0
0

4
5
0

ステンレス製幕板・既設のまま

250 950

1,200

シングル葺き t2.8撤去の上

カラー砂付き改質アスファルト
シート防水・新設

ステンレス製笠木 W=250・脱着

▽GL+3,430

カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

シングル葺き t2.8撤去の上

Ｂ断面詳細図 S=1/10 Ｃ断面詳細図 S=1/10

150～350

Ｇ断面詳細図 S=1/10

6
0

1
2
0

80 820

900

2
8
0

シングル葺き t2.8撤去、合板下地 t12撤去

カラーウレタン防水(X-2)・新設

曲面用耐水合板下地 t12.0・新設の上

曲面用耐水合板下地 t12.0・新設の上

防水形複層塗材Ｅ・新設
樹脂製既製品換気口

100Φx3箇所・新設

カラーウレタン防水(X-2)・新設
シングル葺き t2.8撤去の上

アルミ製腰水切り H=60・脱着

軒天：合板下地 t12撤去

アルミ製腰水切り H=60・脱着

ステンレス製幕板笠木 H=280・脱着

曲面用耐水合板下地 t12.0・新設の上

防水形複層塗材Ｅ・新設

軒天：合板下地 t12撤去

シングル葺き t2.8撤去、合板下地 t12撤去

曲面用耐水合板下地 t12.0・新設の上

カラーウレタン防水(X-2)・新設

二丁掛けせっき質タイル・既設のまま

GLまで+5,030

樹脂製既製品換気口

100Φx3箇所・新設

▽GL+3,850～3,120

鉄骨下地・既設のまま

：コーチング新設を示す

：シーリング（MS-2 20x10）撤去・復旧を示す 脱 ：ステンレス製脱気装置 新設を示す

Ｅ

Ｆ

脱

脱

脱

脱

Ｄ
脱

ステンレス製水切り L-50x50・脱着

ステンレス製水切り 30x50・脱着

アルミ製パネル W=120・脱着

EXP.J W=500・脱着

シーリング（MS-2 20x10）撤去・復旧
※２６．８ｍを見込む（ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ）

カラー鋼板加工水切り調整（先端持ち上げ）

※既設防水層撤去後、平面のみ仮防水（セメント系下地調整材）

※一部、撤去・復旧（１０㎡）を見込む

〇二丁掛けせっき質タイル撤去・復旧（１０㎡）を見込む

100

2
1
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135

400 シート防水 t1.2撤去の上

シート防水 t1.2撤去の上

▽GL+8,500

1
0
0

1
,
5
0
0

1
7
0

カラー鋼板役物・既設のまま

二丁掛けせっき質タイル・既設のまま

カラー砂付き改質アスファルト

Ｅ断面詳細図 S=1/10

カラー砂付き改質アスファルト
シート防水・新設

アルミ製化粧ボーダー・既設のまま

アルミ製笠木 W=400・脱着

シート防水・新設

1
1
0

Ｆ断面詳細図 S=1/10

シート防水・新設
カラー砂付き改質アスファルト

シート防水 t1.2撤去の上

アルミ製腰水切り H=110・脱着

アルミ製受け金物 H=30・脱着

▽GL+8,500

シート防水 t1.2撤去の上
カラー砂付き改質アスファルトシート防水・新設

4
8
0
（

屋
上

）
2
0
0
（

玄
関

屋
上

）

※平面のみ仮防水（ｾﾒﾝﾄ系下地調整材）

※平面のみ仮防水（ｾﾒﾝﾄ系下地調整材）

※平面のみ仮防水（ｾﾒﾝﾄ系下地調整材）

※平面のみ仮防水（ｾﾒﾝﾄ系下地調整材）

（上蓋脱着･塗装）
RD

玄関屋上
【GL+8,500】

（上蓋脱着･塗装）

RD
（上蓋脱着･塗装）

脱

アルミ製 H=1,270 L=16.3m・脱着

脱 RD【GL+8,500】
屋上

屋上フェンス：

タラップ：アルミ既製品 H=4,000・新設
（ステンレス製背カゴ H=1,500共）

Ａ

Ａ

EXP.J W=500・脱着

Ｆ

【GL+8,500】
屋上

Ｆ脱

屋上
【GL+14,500】

（上蓋脱着･塗装）

Ａ
Ａ

Ａ
【GL+12,500】

屋上

Ａ
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